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研究成果の概要（和文）： 

ソフトウェア産業は近年構造変化してきており、企業間関係の変化が生産性に影響している。
下請け構造の外にある独立系ソフトウェア企業の生産性が高いという結果が得られた。またク
ラウド・コンピューティングの普及もソフトウェア産業に大きな影響をもたらしているが、生
産性向上効果は確認されていない。アプリケーション・ソフトウェアで特に発展著しいのが医
療分野である。なかでも遠隔医療は医療費削減効果が確認され、今後この分野のソフトウェア
の開発が進展するものと期待される。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In Japanese software industry, the industrial structure has been changed. The 
productivity of independent software firm is higher than firms which have sub-contract 
structure. Recently Cloud computing has effected on the software industry. In application 
software, especially medical field must be focused. We study the effect of e-Health on 
the medical expense, and we can have the result showing the possibility that the use of 
e-Health can decrease the medical expense. 
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１．研究開始当初の背景 

日本経済の潜在成長率を高めるためには、
サービス産業の生産性を向上させなければ
ならない。国際的な流れから考えてもサービ
ス産業の重要性は高いにもかかわらず、日本

のサービス産業の生産性上昇率は低いのが
現状である。サービス産業は GDP シェアでみ
ても雇用でみても製造業と比較して高いシ
ェアとなっている。経済のサービス化は日本
のみならず OECD 各国で進んでいる。OECD 各
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国の総付加価値に占めるマーケット・サービ
スのシェアは、2001 年で 45%～55%と、1980
年と比較して 10%ポイント上昇している。   
サービス産業はシェアが高いだけではなく、
イノベーションの観点からも重要である。サ
ービス産業には医療、教育、コンサルティン
グなど、知識集約型の分野が多く含まれてい
る。イノベーションによる生産性向上のポテ
ンシャルが高い知識集約型サービス業の典
型的な事例がソフトウェア業である。経済全
体の IT 化の進展によってソフトウェアの需
要は急激に拡大しており、ソフトウェア工学
の進展やソフトウェア開発ツールの発展に
支えられて生産性上昇が進むソフトウェア
産業は、マクロレベルで見た日本経済の生産
性を牽引する産業としての期待が高い。 
 ソフトウェア産業といっても具体的にど
のような分野を強化すべきかを考察するこ
とも重要である。本研究では、医療分野、ソ
ーシャル・メディア分野で変化が目覚ましい。  

また近年、クラウド・コンピューティング
といった新しい形態がソフトウェア産業に
大きなインパクトを与えている。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、第一に日本のソフトウェ
ア産業の企業間取引ネットワークの変化が
生産性にもたらす効果および新しい IT 人材
の育成の効果を計測し、その結果を踏まえて、
ソフトウェア産業に対する政策立案のため
の情報を提供することにある。 
 第二にソフトウェア企業の立地条件を探
ることで、ソフトウェア産業の集積を促進す
る政策を立案することである。 
 第三にクラウド・コンピューティングがソ
フトウェア産業に大きな変化を与えている
ことが予想されるので、その効果を検討する。 
 第四にアプリケーションのなかでも特に
医療分野のソフトウェアの効果について検
証することである。 
 
 
３．研究の方法 
 ソフトウェア産業の生産性や立地分析に
ついては、特定サービス産業実態調査や企業
活動基本調査を用いた分析を行った。 
 クラウド・コンピューティングについては、
独自に郵送アンケート調査を行った。 
 医療情報システムに関しては、西会津地域
での郵送アンケートとレセプトデータのマ
ッチングを行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) 企業活動基本調査と特定サービス産業
実態調査の接続データを用いて日本のソフ
トウェア産業の生産性に関する分析を行っ

た。ソフトウェア企業を同業者との間の受発
注に関するデータを用いて、「独立型」、「元
請型」、「中間下請型」、「最終下請型」の４つ
のタイプに分類して、全要素生産性の比較を
行った。その結果、「独立型」ソフトウェア
企業の生産性は、他のタイプ、すなわち、元
請→中間下請→最終下請と重層的なソフト
ウェア産業を構成する企業よりも高いこと
が分かった。また、パテントや R&D で見たイ
ノベーション活動や従業員に占める SE 比率
やプログラマー比率などの人材の質に関す
るファクターが生産性に与える影響につい
ても分析を行った。その結果、イノベーショ
ン活動については特に元請型企業において、
人材の質については独立型企業において、生
産性の決定要因として重要であることが分
かった。 
(2) GIS(Geographic Information System:地
理情報システム)を使用して東京都における
情報サービス産業の立地分析を行い、そこか
ら得られたデータをもとに計量分析を行っ
た。その結果、情報サービス関連企業が人件
費やオフィス賃料の安い地域に立地してコ
ストを削減するよりも、依然として対面接触
によるコミュニケーションを重視している
ということが判明した。 
(3) ソフトウェア企業実態調査を実施し、現
在「クラウド・コンピューティング・サービ
ス」を行っている企業に、分野ごとの事業展
開の状況を調査した結果、「販売(顧客管理、
営業支援など)」分野が最多の実施率である。
次いで「グループウェア」の分野である。「教
育事業」「医療情報システム」「行政」を挙げ
る企業も見られた。「クラウド・コンピュー
ティング・サービス」は利益向上の効果があ
るとの回答を多く得た。効果はないという回
答についても、サービスを開始してからの期
間が短い為、まだ判断できないとの回答が散
見された。 
(4) 医療情報システムに関しては、西会津地
域を例にとり e-Health システム導入の医療
費削減効果を検証した。今後医療情報システ
ムは成長分野であるので、e-Health 導入効果
の実証研究の意義は大きいと考える。 
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